
2014 年９月１２日(金) 開演 18:30
( 開場 18:00)

入場料：全席指定 前売一般 ４,０００円
高校生以下 ２,０００円

お問い合わせ 一関文化センター ☎ 0191-21-2121
主催：ＮＰＯ法人一関文化会議所　協賛：㈱アクト・ディヴァイス

一関文化センター 中ホール

（当日各５００円増）

平成 26 年度 文化庁 劇場・音楽堂等活性化事業



　陰暦八月十五日（旧暦）の夜、新橋の料亭・米井の
娘、満佐子は、芸妓の小弓、かな子と一緒に願掛けに
出かける。満佐子の願いは「俳優の Rと一緒になりた
い」、かな子は「好い旦那が欲しい」、四十二歳の芸妓
の小弓は「お金が欲しい」のである。
　三人の願いは簡明で、正直に顔に出ていて、実に人
間らしい願望だから、月下の道を歩く三人を見れば、
月はいやでもそれを見抜いて、叶えてやろうという気
になるにちがいない。
　三人と、満佐子の家の新米女中のみながお供に加わ
る。
　願掛けのルールは、  ①七つの橋を渡るときに々道を
二度通ってはいけない　②今夜の願い事はお互いに言
ってはならない　③一度知り合いから話しかけられた
ら願はすでに破られている　④橋を渡る前と渡ったあ
と、それぞれ四回お祈りをすることである。
　願掛けの結果は、四人のうちみなという女中だけが
ルール通りに七つの橋を渡りきる。このみなの願い事
だけ他の三人にも、ましてや読者にも伝えられること
はありません。

　三島由紀夫の「橋づくし」は、築地界隈を舞台に、
陰暦八月十五日の満月の夜に七つの橋を渡って願掛け
をする女たちの悲喜こもごもを巧妙に描いた作品。優
れた技巧と構成で、多くの文芸評論家や作家から、短
編の傑作として高い評価を受けています。
　美しい日本語の旋律で紡ぎだされる三島由紀夫の独
特の世界。
　  「百物語」には満を持しての初登場となります。花
柳界の三人の女とみなという普通の女という対照的な
女性達を白石はどう演じ分けるか、興味は募ります。

　   「言葉の中にこそ、至純の心があり、至純の愛がある」、
それこそが演劇ではないだろうか。そういう意味ではこ
の「天守物語」は演劇の中の演劇である。

時、不詳。ただし封建時代――晩秋。日没より深更にい
たる。
所、播州姫路。白鷺城の天守、第五重。
登場人物、天守夫人、富姫。・・・・
侍女五人。桔梗、女郎花、萩、葛、撫子。各々名にそぐ
へる姿、鼓の緒の欄干に、あるいは立ち、あるいは坐て、
手に手に五色の絹糸を巻きたる糸枠に、金色銀色の細き
棹を通し、糸を松杉の高き梢を潜らして、釣の姿す。

　このように第九十九話目は、優雅にゆるやかに幕を開
け、逃げた鷹を追い求めて、天守にやってきた図書之助
と名乗る若き武者の登場と共に急展開を始めます。禁断
の場所に踏み込んだ若者の命をとるべき姫が、その若者
に恋をした。禁断の愛は、命をかけた至純の恋へと昇華
していく。
　  「百物語」の演出家鴨下信一は、九十話を終わるころ
から、最後の話を何にするか考え始めたとき、次第にこ
の「天守物語」に焦点を定めはじめました。
　  「見えるものを取り除いたとき、それまで見えなかっ
たものが見えてくる。心の目で見る世界にこそ、真実が
ある」とシェイクスピアはハムレットに語らせています。
  「百物語」はまさに、心の世界で繰り広げられるスペク
タクルです。
　白石加代子によって語られる言葉と共に、物語の現場
へと観客は連れ去られる。それは心の風景の現場です。
その心の風景の中では、さまざまな不思議で怪奇な出来
事が繰り広げられているのです。
　そして今回の「天守物語」は、物語の風格、深さ、美
しさ、激しさ、すべての面において、    「百物語」の最後
を飾るにふさわしい作品といえるでしょう。

東北自動車道
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一関 I.C.一関 I.C.【アクセス】

成・演出：鴨下信一 　出演：白石加代子
照明：山口 暁　音響：清水麻理子　衣装：江幡洋子／池田洋子　結髪：笹部純　演出助手：平井由紀
舞台監督：伊藤 満／太刀岡正　写真：田中亜紀　宣伝美術：いちのへ宏彰　協力：京屋かつら　　
制作：高比良理恵　企画：笹部博司　企画・製作：メジャーリーグ

一関文化センター・・・０１９１-２１-２１２１
さとう屋楽器店・・・・０１９１-２３-２２６２
コープ一関コルザ・・・０１９１-２６-３３３１
小原書店・・・・・・・０１９１-７５-３１５１
コープ水沢アテルイ・・０１９７-５１-００８８
ローソンチケット・・・Ｌコード：２６９２０
チケットぴあ・・・・・Ｐコード：４３６-８４９
e+ ( イープラス )・・・http://eplus.jp
インターネットチケット販売
 https://yyk1.ka-ruku.com/ichi-bun-t
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全席指定　前売一般 /４,０００円 ・高校生以下 /２,０００円全席指定　前売一般 /４,０００円 ・高校生以下 /２,０００円

開演１８:３０
(開場１８:００)

開演１８:３０
(開場１８:００)

公演情報は下記からご覧いただけます。

・一関文化センターホームページ
・Twitter ( ツイッター )
・Facebook ( フェイスブック )
スマートフォン等をお持ちの方はＱＲコードを
読み込んでアクセスできます。

パソコンから一関文化センターホームページにアクセスすると、
公演の空席座席を見ながらチケットがご予約できます。

※ 未就学児童のご入場、乳幼児のご同伴はご遠慮ください。

※ 駐車場に限りがあります。満車の際は近隣の市営・民間駐車場のご利用をお願いいたします。


